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1人で作業 無人のトラック動き出し、男性死亡

"サイドブレーキ" のかけ方が "不十分"

［ ２０１５／５／２ １５：５７ ］

１日午前１０時４０分ごろ、三重県で造園の地ならし作業をしていた男性が無人で動き出したトラッ

クとブルドーザーの間にはさまれ、死亡した。男性（６８）が１人で空き地の造園の地ならしをしてい

たところ、鉄板などを運ぶ中型トラックが無人で動き出した。男性はトラックを止めるため、

運転席に乗り込もうとしたが、その際、誤ってそばに止めてあったブルドーザーとの間に体を

はさまれ、間もなく死亡した。警察によると、トラックが止めてあった場所は緩やかな下りにな

っており、サイドブレーキのかけ方が不十分だったことから事故につながったとみられている。

5月は歩行者事故に注意

○５０％が夜間に発生（18:00～24:00）

○７０％が高齢者

●右からの横断歩行者に注意

●夜間はこまめにライト切替（ハイ･ビーム、ロー･ビーム）

●交差点は特に.注意

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故事故を防ぐ 交差点手前で止まる時は車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

十勝大橋、渋滞、追突事故きっかけ、6台衝突 5人重軽傷

２０１５／０５／０２ １４：３０

【音更】２日午前１１時５０分ごろ、帯広市と十勝管内音更町を結ぶ国道２４１号の十勝大橋で、乗

用車５台と軽自動車１台の計６台が絡む多重衝突事故があり、女性１人が重傷、ほか計４人が

首や脚などに軽いけがを負った。帯広署によると、片側２車線のほぼ中央で、事故当時は渋滞

していたという。帯広から音更方面に向かう車への追突事故をきっかけに、後続車も次々と衝

突した。６台には計９人が乗っていた。

大型トラックと正面衝突 軽自動車の2人死亡

路面は雨でぬれていた

２０１５年５月４日（月）５時５７分

３日午後５時ごろ、鳥取県の国道で「大型トラックと軽自動車の事故で、軽自動車の中に男女

がいるが、反応がない」と１１９番通報がありました。警察によりますと、軽自動車が対向車線

を走っていた大型トラックと正面衝突し、軽自動車に乗っていた男性（５４）と母親（７８）が死亡し

ました。トラックの男性運転手（３２）にけがはありませんでした。警察は、どちらかがセンタ

ーラインをはみ出したとみて詳しく調べています。事故当時、路面は雨でぬれていたという。

酒気帯び運転で追突、教諭懲戒免職…周囲に「代行で帰る」

２０１５年０５月０２日 １８時２５分

長崎県教委は１日、道交法違反（酒気帯び運転）の疑いで現行犯逮捕された小学校の教諭（４

９）を懲戒免職処分にした。警察の発表によると、教諭は３月２６日未明、国道で、酒気を帯びて

乗用車を運転した疑い。追突事故を起こして発覚した。県教委によると、送別会で飲酒後に運

転し、署員の飲酒検知で呼気１リットル中０・３ミリ・グラムのアルコール分が検出された。

周囲には「代行運転で帰る」と話したという。県教委は「教育公務員としての自覚を促し、指

導を徹底したい」としている。

午後7時 86歳の女性が歩いていたところはねられ死亡

２０１５年５月４日（月）７時５５分

２日午後７時５分ごろ、群馬県の市道を歩いていた近くに住む畜産業の女性（８６）がワンボック

ス型の貨物自動車にはねられた。女性は同市内の病院に搬送されたが、胸や腰などを強く打ち

、死亡が確認された。警察は同日、自動車運転処罰法違反（過失運転致傷）の疑いで、車を運

転していた土木作業員の男性容疑者（６７）を現行犯逮捕した。同署が事故原因を調べている。


